
動物が苦手･怖いといった人も

いる地域社会で、飼い主もペットも様々な人と

関わりながら暮らしていく以上、『動物だから仕方

ない・大目にみてほしい…』は許されません。

愛情と責任をもって飼うことが大事です。

本当に、一匹一匹きちんとお世話できますか？

動物の数をむやみに増やす・繁殖させると、一匹一匹、
いき届いた飼養ができなくなります。きちんと管理できる数
を超えることのないようにし、生まれてくる全ての命に責任
がもてないのであれば、不妊去勢手術を受けさせましょう。
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もしも、飼い犬が
人を咬んだら？

● 何よりもまず、相手方のケガの
手当などに対応しましょう。

● 速やかに、こう傷届を保健所へ
提出してください。

● 再度同じような事故が起こらない
よう、原因について考え、再発防
止を図ってください。

飼い犬が迷子になったら？

●すぐに保健所と最寄りの警察（交番）へ
連絡してください。

●すぐにさがしてあげてください。
『そのうちに帰ってくるだろう』と待っていてはダメです！

●保健所で保護できる期間には、限りが
あります。

●飼い主の元に戻れず、処分となる犬が
います。

災害が起きたときのために、ペットを含めた災害対策を
しておきましょう。日頃からの必要な備えが大切です。

エサ・水・キャリーバック・常備薬などの物資を準備しておきましょう。

ペットとの同行避難をスムーズに行ったり、避難所で周りの人の迷惑に
ならないように、むやみに吠えない・キャリーやケージに慣らす・他の人や犬
にもフレンドリーに接することができるなど、普段からしつけをしておきま
しょう。

万一、離ればなれになってしまっても、保護された先で、飼い主が分かる
ように、鑑札やマイクロチップなどを付けておきましょう。

飼養状況が変わった場合など

● 変更届
飼い主が代わった、住所が変わった時

●死亡届
飼い犬が亡くなった時

● その他
鑑札や注射済票をなくした時（再交付）

犬によるこう傷事故は、全国で毎年4,000件
以上発生しています。その98％は飼い犬によるも
のです。
飼い犬の性質や特性をよく

理解し、飼い主一人一人が
ルールを守って、咬傷事故を
起こさないようにしましょう！


